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奈良県立医科大学・同志社女子大学連携講座 
同志社女子大学との合同講義開催報告／明日香村と地域医療連携事業実施 
に関する協定を締結 
教授就任挨拶／平成23年度法人業務の実績に関する評価結果 
平成25年度入試日程／解剖慰霊祭／実験動物慰霊祭 
オープンキャンパス開催報告／女子高生の医理系進路選択支援事業開催報告 
早稲田大学との合同講義開催報告／学生ボランティアの復興支援活動 
西医体成績 
研究医養成コースがスタート／学園祭開催案内 
クラブ紹介（ラグビー部・ダンス部） 
図書館だより／医療倫理講習会開催報告 
公開講座開催報告／奈良県教職員のための夏の公開講座を実施 
産学官連携だより 
福建医科大学代表団が表敬訪問 
病院総合案内付近改修／針刺し事故防止のために 
病院病理部改修／臨床研修センターにイベント表示盤を設置 
高度医療技術修得者認定式／中学生が医師・看護師にインタビュー 
なかよし保育園園児たちが秋の交通安全運動に参加 
看護教育講師制度がスタート 
活躍する専門・認定看護師 
特別支援学校生徒のインターンシップ受け入れ 
動脈形成に不可欠な遺伝子を発見／閉塞性睡眠時無呼吸症候群(OSAS）の 
個別化治療に一歩前進／看護学科同窓会開催報告 
レポート 
メディア掲載情報／下ツ道／広告 

同志社女子大学学生による院内コンサート  挨拶する古家病院長 
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明日香村と地域医療連携事業実施に関する協定を締結しました 明日香村と地域医療連携事業実施に関する協定を締結しました 明日香村と地域医療連携事業実施に関する協定を締結しました 

協定を締結した森川村長（左）と　岡理事長（右）
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法人業務の実績に関する評価結果 法人業務の実績に関する評価結果 平成23年度 
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医学部 

学科 出 願 期 間  試　験　日 合格者発表 
（予定） 

入試 
区分 

募集 
定員 

医 学 科 推 薦 ＊1 ３８ 

２２ 

５３ 

 

４０ 

１０ 

３0 
５ 

医 学 科 前 期  

医 学 科 後 期  

看 護 学科  
推 薦 ＊2  

社 会 人  

看 護学科  前 期  

看 護学科  後 期 ＊2

＊1　医学科推薦入試は「緊急医師確保特別入学試験」(13名)と「地域枠入学試験」(25名)を実施します。 
＊2　看護学科の推薦入試と後期日程では地域枠のみを募集します。 
　　 詳しくはホームページで確認してください(http://www.naramed-u.ac.jp/user/examinee.html） 
なお、看護学科の推薦・社会人入試募集要項は９月下旬から配布中です。 
医学科推薦入試募集要項は10月下旬、その他の募集要項は11月下旬から配布予定です。 

平成24年12月11日(火) 
～12月14日(金)

平成25年1月28日(月) 
～2月 6日(水)

平成24年11月1日(木) 
・11月2日(金)

平成25年1月28日(月) 
～2月 6日(水)

平成25年 
　2月2日(土) 
　2月3日(日)

平成25年 
　2月25日(月) 
　2月26日(火)

平成25年 
　3月12日(火) 
　3月13日(水)

平成24年 
　11月23日(金)

平成25年 
　2月25日(月) 
　2月26日(火)

平成25年 
　3月12日(火)

平成25年 
　2月13日(水)

平成25年 
　3月6日(水)

平成25年 
　3月21日(木)

平成24年 
　12月11日(火)

平成25年 
　3月6日(水)

平成25年 
　3月21日(木)
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オープンキャンパス2012オープンキャンパス2012オープンキャンパス2012を開催しました 

顕微鏡を覗くその先に女性研究者としての未
来が見える。

参加者に贈られた認定証

８月４日先輩からのメッセージ

８月４日施設見学（ノバリス） ８月５日学生による相談コーナー ８月５日施設見学（老年看護学実習室）
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コンソーシアム実習2 
（奈良医大・早大連携講座）が開催されました 
コンソーシアム実習2 
（奈良医大・早大連携講座）が開催されました 
コンソーシアム実習2 
（奈良医大・早大連携講座）が開催されました 
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【団体】 

成績 

硬式テニス
 男 １回戦敗退 

 女 ベスト８ 

ソフトテニス
 男 ベスト１６ 

 女 優勝 
サッカー  ２回戦敗退 
準硬式野球  ２回戦敗退 

バスケットボール
 男 １回戦敗退 

 女 ２回戦敗退 

バレーボール
 男 ２回戦敗退 

 女 準優勝 

バドミントン
 男 ２回戦敗退 

 女 ベスト１６ 

弓道
 男 １８位 

 女 １４位 
柔道  ベスト１６ 

卓球
 男 １回戦敗退 

 女 ２回戦敗退 
陸上競技 男 １１位 
水泳 男 ４位 

空手道
 男 ベスト８ 

 女 準優勝 

剣道
 男 ベスト８ 

 女 ベスト８ 
ハンドボール  予選敗退 
ラグビー  １回戦引き分け（抽選負け） 
ゴルフ  ３２位 
　　　総合  １６位 

  阪井諭史、新美雄大 
２００ｍフリーリレー１位 

  白石祐基、脇　啓太 

水泳 男
 阪井諭史　５０ｍ自由形１位 

  　　　　　１００ｍ自由形２位 
  新美雄大　５０ｍ自由形２位 
  　　　　　１００ｍ自由形６位 

バドミントン 男
 安藤淳史　

個人戦ダブルスベスト４ 
  美波直岐 
 

女
 喜多桃子　

個人戦シングルベスト８ 
  吉川千尋 
 

男
 服部貴憲　走り高跳び１位 

陸上  　　　　　やり投げ　４位 
 女 高　由美　８００ｍ　３位 
剣道 男 山田知佳　個人戦ベスト８ 
弓道 男 大崎　徹   優秀射技賞 
合気道 男 北辻　航　有段の部、最優秀賞 

競　技　名  

【個人】種目成績 競　技　名  

『全員で掴んだ優勝』 
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（ 教育支援課 ） 

研究医養成 コ ースがス ター ト し ま し た 
 

基礎研究は医学の発展に必要不可欠でありながら 、 研究医の不足が 、全 
国的に大きな課題となっています 。 各大学は研究医養成に向けた取り組み 
を始めていますが 、 本学においても今年度 、 「 研究医養成コース 」 を創設 
し、将来の本学の研究分野を担う人材の育成を行うことになりました。 
選抜試験により 、 強い研究意欲と理工系の幅広い知識を持つ学生を医学 

科の 2年生後期に迎え入れ 、 入学後は学部・大学院の一貫教育を通して 、 
基礎医学・社会医学の分野におけるトップレベルの医学研究者・医学教育 
者を育成していくことになります。 
今回 、 １期生として 、 早稲田大学先進理工学部から朝比奈諒君と三須政 

康君の 2名が入学し 、 この秋から 、 医学科 2年生の仲間と一緒に勉学に励 
むことになります。 

● 朝比奈　諒 （ あさひな　りょう ） 君 
奈良県立医科大学の初めての試みである研究医養成プログラムの第一期生として 、 このような機会を与えられたこと 

をありがたく思っています 。 関西圏での生活は初めてということもあり 、 まだ右も左も分からない状態ですが 、 これか 
らの大学生活に大きく胸を躍らせています 。 多くの期待を背負いプレッシャーも小さくありませんが 、 それに応えられ 
るよう日々誠実に勉学に励みたいと思います 。 幅広い知識を身につけ 、 どのような問題にも積極的に挑戦できる熱意を 
持った研究者を目指します。皆様方のご指導を宜しくお願いいたします。 

● 三須　政康 （ みす　まさやす ） 君 
基礎研究医になりたいという希望を抱き 、 秋学期から編入して参りました 。 『 「 人の人たるゆえん 」 とは 、 己が一途で 

世を開き 、 艱難我をば玉にして 、 歴史の歩みを進めたる 。 』 という言葉があるように 、 この先困難なことに何度もぶつか 
るとは思いますが 、 弛まぬ努力を重ね 、 医療 、 社会に貢献できる研究者になれるよう精進していく所存です 。 大きな決 
意を抱きつつも今は未だ 「 知識 」 、 「 思想 」 、 「 誇り 」 等々欠けているものばかりです 。 先生や先輩 、 そして同期の方々 、 
厳しくも温かなご指導のほど、何卒宜しくお願い申し上げます。 

左から 朝比奈君 、三須君 

（ かんなん ） 

（平成24年度白橿生祭実行委員会） 

10/26 まで ～28金 日 

今年のテーマは 
 
今年のテーマは 
 白橿生祭 白橿生祭 白橿生祭 

か　　　し　　　ふ 



　本学の学生は、勉強だけをしているわけではありません。 
　多くの学生は、文化系１３部、体育系２４部のうちのいずれかのクラブに所属しています。そして、心身を鍛え、交友を深め、青
春を謳歌しています。 
　さて第10回のクラブ紹介は、ラグビー部とダンス部です。 

　ダンス部は復活を目指して新しく活動を始めている部活です。一時期活動が低下していましたが、以前「PASSION」
として活動していたのを知っている方もおられるかもしれません。現在はその「PASSION」を受け継いで、医学科・
看護科合わせて3年生6人、2年生5人、1年生4人でお昼休みを中心に放課後にも集まれる人で練習しています。 
　ダンスと言っても色々なジャンルがありますが、奈良医大ダンス部では部員それぞれの好みに合わせてHIP HOP、
LOCK、JAZZ、コピーなど様々なジャンルに挑戦しています。オリジナルの作品はみんなで意見を出し合って楽しく
作り、1年で最も大きなイベントとなる学祭にむけて、講堂の2階や体育館の前で練習しています。学祭での発表の最後
には部員全員で1曲踊りお互いの交友をさらに深めています。この最後の1曲が踊っている私たちにとって特に楽しいも
のであり、見にきて下さった方にも1番楽しんで頂けるものではないかと思います。 
　発表の場は現在まだ学祭や部活紹介くらいしかありませんが、ダンス部の発表会や、もっと上達してコンテストなど
にも参加することを目標にこれからも一丸となって「音」を体で表現することを楽しみながら頑張っていきます。 
　ダンスが好きな方や興味がある方は学年、学科を問わずいつでも新しい仲間を募集していますので気軽に声をかけて
頂けると嬉しいです。 
　また、活動していくなかでダンスの大切な要素であるLove、Peace、Ｕｎｉｔｙ、Ｈａｖｉｎｇ funの精神を多くの人に伝えてい
ければ幸いです。 
 

ダンス部 
「love,peace,unity,having fun」 
部　　員：１５名 
部　　長：政木明子 
活動内容：ダンス練習 
練 習 日：不定期 

 こんにちは。私たちラグビー部は、週に3回医大グラウンドで練習しています。競技人数15人のラグビーにおいて現
在部員数は20人を下回り、大変苦しい状況ですが、部員全員が西医体優勝に向けて一丸となって日々練習に取り組んで
います。また、OBやOG方々の御指導御支援も受け、日々感謝しております。 
 ラグビーという競技は、15人でするスポーツなので、一人一人が全力を出さなくては勝つことができません。また、
一人がミスをすると他の全員がそのミスをカバーします。一人はみんなのために、みんなは一人のために「one for all , 
all for one」という言葉はまさにラグビーにおいてとても大切なことです。またラグビーにはノーサイドの精神があり
ます。これは試合が終わり、ノーサイドの笛がなると、相手チームは敵ではなくなり、お互いを称えあいます。これは
ラグビーだけでなく日常生活でもとても大切なことです。 
 私たちは試合に勝つことはもちろんですが、ラグビーを通して医師に相応しい人間性を形成することも目標とし、日々
切磋琢磨しています。 
 ラグビー部は奈良医大でもっとも元気な部活動です。是非一度、ホームページ（http://nmurugbyclub.jimdo.com）
をご覧になってください。 

ラグビー部 
「one for all, all for one」 
部　　員：２８名（選手・マネージャー） 
顧　　問：田中康仁（整形外科学教授） 
主　　将：前阪郁賢（４年） 
活動内容：ラグビー 
練 習 日：火、木、土曜日　午後５時～ 
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電子ジャーナルを使いこなそう！　第7回 
メテオ社「メディカルオンライン」 

連載  電子ジャーナルを使いこなそう！　第7回 

（図書館） 
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平成24年度前期 

夏の公開講座を実施しました 夏の公開講座を実施しました 奈良県教職員のための 

岡学長あいさつ

講
演
の
様
子
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～研究成果・シーズ出展  報告～ ～研究成果・シーズ出展  報告～ 

福建医科大学代表団が本学を訪問されました 福建医科大学代表団が本学を訪問されました 

後列：左より東講師、喜多副学長
前列：左より山下法人企画部長、 岡学長、Chen副学長、福建医科大学の
代表団の皆さん
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附属病院から 

（仮）総合受付完成予想図 （仮）総合案内完成予想図
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高度医療技術修得者認定　今年度も2名！ 高度医療技術修得者認定　今年度も2名！ 

理事長と一緒に、『敬礼！！』

みんな頑張りました！

インタビュ－の様子
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看護教育講師の設置について 
看護学科長　 飯田　順三 

看護教育講師という制度は 、 附属病院看護部・看護学科連携ワーキング会議の中で発案されたものです 。 この会議は学部学生に対する実習 
を含めた教育 、 大学院生の教育・研 究 、 卒前・卒後の一貫した教育・研 修 、 附属病院への就職促進 、 看護学科教員と看護部との共同研修・研 
究などにおいて 、 看護部と看護学科の有機的な連携が必要であるとの認識のもとに平成 22年 10月に立ち上げられました 。 
この会議では 、 看護部・看護学科との共同研究や共催講演会などを行ってきましたが 、 学生教育や人事交流という面からも病院看護部の優 

秀な看護師に臨床的な視点で看護学科の教育を支援してもらう制度を作ることになり 、 看護教育講師が設置されました 。 看護教育講師は臨床 
経験 5年以上で 、 人格的に優れ 、 臨床能力及び教育能力が高いと認められた者が看護部長の推薦に基づき学長より付与されます 。 看護学科の臨 
地実習や実習指導者への指導 、 看護学科での講義や演習への参画が職務となります 。 初年度は 6名の看護教育講師が誕生しました 。 この制度を 
始めとして 、 看護部と看護学科の人事交流が活発化し 、 より親密な連携がなされ 、 学生の附属病院への就職が推進されることを願っています 。 

副院長兼看護部長　 大名　美記子　 

病院が優れた看護師を採用することは 、 実習で学生を受け入れ育てることから始まると言われています 。 本学看護学科学生の附属病院内実 
習においても 、 看護部と看護学科が連携し 、 実習 、 講義の場における卒前・卒後教育指導体制の充実を図ることを目的に看護教育講師が設置 
されました 。 付与する期間は１年以内で 、 期間の更新を妨げないとして 、 今年度は 6名の優秀な看護師が選考基準を満たしその称号を手にされ 
ました 。 看護学科の講義や演習 、 臨地実習指導者への支援・指導など看護学科教員と協働して職務を行うことになりますが 、 看護教育講師の 
称号を誇りに 、 附属病院と看護学科との連携の要として活躍されることを期待します 。 

今年度は 6名の方に称号が付与されました 。 

●精神医療センター　看護主任　 金子　匡伸 
今年の 8月より 、 看護教育講師として任命されました 。 現在は 、 精神医療センターで勤務をしております 。 精神科での仕事 

は 15年8ヶ月になりますが 、 まだまだ悪戦苦闘しながら看護業務に励んでいる次第です 。 
まだ 、 看護教育講師として何をするべきか手探り状態であります 。 しかし目下のところは 、 スタッフの育成および看護学生 

へのアドバイザーとしてあり続けていこうと思っておりますので 、 これからも宜しくお願い致します 。 

●ＮＩＣＵ　臨地実習指導者　 大西　英子 
臨地実習指導者として三年目をむかえ 、 教育講師の任命をうけました 。 これから看護師を目指す学生さんに 、 現場の看護の 

すばらしさと厳しさをこれまで以上に伝えていきたいと考えています 。 そして 、 当院の看護を少しでも知っていただき 、 この 
病院で看護師として働きたいと思ってもらえるような働きかけができればと思います 。 よろしくお願いします 。 

●Ｂ病棟 7階　臨地実習指導者　 田中　奈都 
この度は 、 看護教育講師の称号を頂き喜びと緊張を感じています 。 昨年度から奈良県立医科大学の看護学科との連携で 、学 

生と共に講義や演習に参加させて頂き 、 現在の学生の現状を知ることが出来ました 。 それは自分にとって 、 とても良い経験で 
した 。 今まで病院実習でしか接することがなかった学生との交流や 、 学生の学習や演習状況を実際に見ることで 、 知識の豊富 
さや新しい演習方法を実感しました 。 今後の学生指導において 、 学生の特性を活かし 、 楽しく実習してもらえるような環境を 
作っていきたいと思います 。 

●Ｂ病棟 5階　臨地実習指導者　 山内　美智子 
この度 、 看護教育講師の称号を頂きました 。 
平成 23年度から実習指導者として 、 学生指導を担う役割を与えて頂き 、 新人指導や看護学科の演習に関わらせて頂きまし 

た。 今回 、 このことが 、 このような形で認めていただけたことを大変うれしく思っています 。 
これからも 、 後輩育成に微力ながら尽力していきたいと思います 。 有難うございました 。 

●中央手術部　臨地実習指導者　 舩田　佳予子 
手術室は専門性の高い分野です 。 意識のある患者さんとの関わりは時間的に少ないですが 、 その中でも手術室看護師として 

「 患者さんのための看護を行う 」 「 医師やコメディカルと連携したチーム医療を行っている 」 という思いが伝わる実習指導をめ 
ざしています 。 手術室での実習は 、 患者さんにとっても実習生にとっても 、 特に緊張感の高い環境です 。 実習生が 、 術中看護 
について学びやすい環境をスタッフ全員で提供したいと考えています 。 

●集中治療部　臨地実習指導者　 扇田　百合 
看護教育講師として 、 学生の教育に携わることを光栄に思うとともに責任の重大さを感じています 。 臨地実習では 、 不安に 

思いながら看護をする学生に 、 患者さんのことを多面的に考えることのできる環境を作ることが重要だと感じています 。 病棟 
間での情報交換を密に行い 、 周術期における看護を効果的に学べるよう支援したいです 。 
また 、 大学での教育内容や現在の学生像を学び 、 新人教育に活かすことで 、質の高い看護を提供できるように努めたいと思 

います 。 

看 護 教 育 講 師 制 度 看 護 教 育 講 師 制 度 が ス タ ー ト し ま し た  
 

看 護 教 育 講 師 制 度 が ス タ ー ト しま し た  

（看護部） 
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左：中野雅也君（県立高等養護学校２年生）
右：堀　倫史さん（Ｂ棟５階）
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動脈形成に不可欠な遺伝子を発見！ 動脈形成に不可欠な遺伝子を発見！ 動脈形成に不可欠な遺伝子を発見！ 

取材を受ける斎藤教授、中川教授、染川講師（右から）

日本睡眠学会第37回定期学術集会で
表彰を受けた山内助教（写真左）

記念講演講師
福岡篤彦先生

ラフターヨガ実践中！！



21

奈
良
県
立
医
科
大
学
　
学
報 

　承認された規程、委員会名簿等については、随時、ホームページにて公開して
います。 
　学内ホームページＵＲＬ（閲覧は学内のみ可能） 
　　http://top.naramed-u.ac.jp/　→　「規程・名簿タブ」 
※は、公開ホームページに掲載 
　　http://www.naramed-u.ac.jp/aff/johokoukai/ 

 （総　務　課） 

役員会及び教育研究審議会の報告 
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○今村　知明（健 康 政 策 医 学） 
　植村　正人（医療安全推進室） 
　笹平　智則（分 子 病 理 学） 
　藤本　雅文（物　　理　　学） 
　坂東　春美（公衆衛生看護学） 
　堀口　陽子（看　　護　　部） 
　岡　　眞啓（研 究 推 進 課） 
　永井　　淳（教 育 支 援 課） 
　吉田　一良（病 院 管 理 課） 
　大野　達也（総務課・広報室） 
　植松　　聡（総務課・広報室） 
　（○印は編集委員長） 

新聞・雑誌･テレビ等マスコミの取材、テレビ出演、記事を掲載された教職員・学生を、この「学報」紙面で紹介します。 

掲載者 掲載メディア 掲　載　概　要 

学報バックナンバーはWebサイト上でもご覧いただけます 
(http://www.naramed-u.ac.jp/info/introduction/magazine.html)

扁平足は小児期、思春期および成人期に特有の病態と症状が発生し、
ＡＤＬの妨げになっています。とくに、近年の高齢化社会および車社会に
加えて、中年期の肥満と筋力低下が原因で足の土踏まずを保っている
筋肉が機能不全で起こる成人期扁平足が問題となっています。その「危
険な扁平足」の病因、治療および予防を紹介しました。 

三笠宮崇仁殿下が僧帽弁閉鎖不全による心不全で重篤な状態に陥ら
れたため、７月１１日緊急手術（僧帽弁形成術）を行いました。９６歳のご
高齢でしたが極めて短時間で手術を終えることができ、術後も順調に回
復され８月３１日ご退院されました。メディアによる報道では、大殿下（宮家
の筆頭）に対する心臓手術であったこと、また９６歳の超高齢者に対する
開心手術であったことが特に注目されました。 

NHK 
『ためしてガッテン 
「放置すると危険！ 
謎の扁平足で骨異常」』 
６月２０日（水） 

７月１１日：テレビ各社
の夜のニュース 
７月１２日・１３日：各新
聞社（朝日・毎日・読
売・日経）朝刊 
８月７日：朝日新聞朝刊 

高倉 義典 先生 
（奈良医大 名誉教授） 

川副 浩平 先生 
（聖路加国際病院心
血管センター長） 
（奈良医大経営審議
会委員） 

空間識をテーマとした航空自衛隊との共同研究の中で、教室配属の学
生５名と共に体操の内村航平選手を被験者として実験を行った。 
その結果、内村選手は視覚以外（耳石器や体性感覚）の情報を使って「重
力方向」を非常に正確に認識していることが明らかとなった。 

NHK 
『ミラクルボディー 内
村航平 驚異の“空
中感覚”』 
７月１５日（日） 

和田 佳郎 講師 
（第一生理学） 


